
 

 

 

 

 

明けましておめでとうございます。本年も社会教育委員会議の活動にご理解・ご協力をいただ

きますよう、お願い申し上げます。 

 

令和７年度は下記の《研究内容の構想図》に示すように、

“地域全体を学びの場に…”という考えのもと、地域と学校の

協働を通して、子どもにとっても、また大人にとっても豊かな

学びの環境を創ることを目指す研究に取り組んでいます。 

この考え方の原点は、平成 16年（2004）のコミュニティ・

スクールの制度化にあります。これは言うなれば教育の地方

化とも言える大きな改革です。全国の義務教育諸学校が「地域

とともにある学校運営・学校教育」へと、従来の教育体制からの変革を求められるものであり、

戸惑いも多かったものの令和の時代になって少しずつ動き始めています。 

文部科学省では、「地域学校協働活動」の推進母体ともなる【地域学校協働活動推進本部】の

設置を推進しており、私たち社会教育委員会議としては、「地域の教育力」とも関わる各地域に

おける行事等についての調査・研究に取り組みたいと考えています。 

今後、アンケート調査等を実施する予定ですので、ご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会教育委員だより No.40 
令和８年１月１日 山北町社会教育委員会議 

（山北町教育委員会生涯学習課内） 

 



 

 

 

 

 

文部科学省「これからの学校と地域 コミュニティ・スクールと地域学校協働活動」より 


